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四 

分
断
に
よ
り
、
発
電
地
帶
は
全
く
資
源
を
さ
く
取
さ
れ
る
だ
け
の
結
果
と
な
る(

特
に
河
川
の
維
持
、
災
害
復
旧
費
の

負
担
）
。
政
府
は
水
利
使
用
料
金
に
つ
い
て
特
に
対
策
を
有
す
る
か
。 

、

五
、
現
に
一
会
社
が
一
水
系
の
発
電
ダ
ム
の
大
部
分
を
支
配
し
て
い
る
場
合
、
新
た
に
地
方
公
共
団
体
あ
る
い
は
他
会
社
等 

三 

河
川
流
域
を
中
心
と
し
た
電
力
、
こ
う
水
調
節
、
か
ん
が
い
用
水
等
の
河
水
に
関
す
る
一
貫
せ
る
未
開
発
地
域
の
綜
合

開
発
は
、
著
し
い
惡
條
件
を
生
ず
る(
特
に
か
ん
が
い
用
水
の
確
保
に
つ
い
て)

と
思
う
が
、
こ
れ
に
対
す
る
政
府
の
見
解

並
び
に
対
策
如
何
。 

、
、

、

、
、

、

、

一 

政
府
は
、
国
土
の
土
地
、
資
源
、
産
業
等
の
綜
合
開
発
を
主
張
し
て
い
る
が
、
こ
ん
ど
の
ポ
政
令
に
よ
る
潮
流
式
電
力
分

断
に
よ
れ
ば
、
か
か
る
施
策
は
不
可
能
に
な
る
と
思
う
が
、
こ
れ
に
対
す
る
政
府
の
見
解
並
び
に
対
策
を
伺
い
た
い
。 

二 

分
断
に
よ
つ
て
電
気
條
件
の
有
利
な
地
帶
、
特
に
大
都
市
に
産
業
、
人
口
の
集
中
が
激
化
さ
れ
、
一
方
電
気
條
件
の
不

利
な
地
方
は
永
久
に
未
開
発
の
ま
ま
に
取
り
残
さ
れ
る
と
思
う
が
、
こ
れ
に
対
す
る
政
府
の
見
解
並
び
に
対
策
如
何
。 

電
力
再
編
成
に
関
す
る
質
問
主
意
書 、

、 、 

、 

 



 

 

四 

で
そ
の
水
系
に
ダ
ム
建
設
を
し
た
と
き
、
そ
の
水
系
の
管
理
、
施
設
の
点
で
著
し
い
対
立
が
生
ず
る
。
こ
れ
に
対
す
る
政

府
の
見
解
並
び
に
対
策
如
何
。 

又
こ
の
場
合
、
他
に
よ
る
新
た
な
電
力
開
発
は
非
常
に
制
限
さ
れ
、
結
局
分
断
に
よ
つ
て
電
力
開
発
は
著
し
く
遅
れ
る

と
思
う
が
、
こ
れ
に
対
す
る
政
府
の
見
解
並
び
に
対
策
如
何
。 

右
質
問
す
る
。 


